
次表の各項目について、１点～１０点による５段階評価を行い、倍率を乗じて得点とします。

（10-9：優れている　8-7：やや優れている　6-5：ふつう　4-3：やや劣っている　2-1：劣っている）

ＮＯ． 大項目（審査項目） 評価点 配点 得点

ａ 基本理念

ｂ 会社概要・資本金

ｃ 受託実績

ｄ 営業停止処分の有無

ａ 構築作業体制

ｂ 担当者の実績

ａ 企画力

ｂ 他システムとの連携

ｃ 危機管理

ｄ 保守管理

4 システム機能要件 ａ 仕様書対応 ・要求仕様書一覧に対する充足度
1　2　3　4　5

6　7　8　9　10
× 2 20

ａ 構築費

ｂ 後年度経費（５年間）

100

5

提案書中項目

見積り

2 構築作業体制 1 10

3 30

病理支援システム更新業務　受託者選定審査票

会社名：

審査委員：

10

合計

・業務内容、趣旨を十分に踏まえたシステムの企画提案であるか

倍率

× 3

1

総括的事項
（業務を安定して行う
ことの出来る会社で
あるか。）

1　2　3　4　5

6　7　8　9　10

・障害、災害発生時の対応及び対応フローは適切か（障害時の切り分け及び
　その後の役割分担が、想定される経過時間と共に明確になっているか）

審査項目（細目）

・営業停止処分の有無

×

× 1

・現行業者　構築費　　・現行業者以外　構築費＋データ移行費等（概算2,000千円） 1　2　3　4　5

6　7　8　9　10・保守費用を含めた経費

・企業理念、委託者の目線での運営姿勢

・財務内容など

・受託実績に基づいて業者の遂行能力の評価（同等規模の受託病院の実績）

・準備期間内に茨木病院を頻繁に訪問し確実に構築業務を行えるか

・中心となる担当者の実績や経験は十分であるか

30

企画提案3

・５年間を目途とした保守管理計画は妥当か
　＊金額が高くても内容が充実していればここで評価

1　2　3　4　5

6　7　8　9　10
×

1　2　3　4　5

6　7　8　9　10

・連携病理診断及び遠隔病理診断に対応したシステムが構築出来るか


